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剛芯と矩形状ポテンシャルによる短距離斥力，それにポテンシャル- 2 a/L (a は正の定数， L は系
の長さ)で表される長距離引力を合わせもつ 1 次元気体のモデルについて，相転移や等温線のふるまい
などの熱力学的性質を調べた。
まず， P-L 図， P-T図 (P は圧力， T は温度)を描き，次の三つの型の相転移が起こることを確
かめた。すなわち， (1)斥力に対して引力が十分弱いとき，十分低い温度で気体-液体，液体一個体の二
つの相転移が起こるO 液体一国体の相転移は，絶対零度では有限の圧力で起こる o (2)引力が適当に強い







細に記述する方法を 1 次元モデルにおいて示した。 T-L平面で，圧力の温度係数が負となる領域 R の
概念を導入し，これに基づき T-L ， P-T, P-Lの三つの平面の対応関係や等温線の交わる条件な
どを熱力学的解析によって明らかにした。
さらに P-L-Tの異常なふるまいに関する 1 次元モデルでの理論的取扱いを実験データに基づい
て水に適用した。ここでも T-V平面 (V は体積)で圧力の温度係数が負となる領域Rを厳密に解析す
-580-
ることによって， T-V , P-T , P-Vの三つの図の対応関係，あるいは等温線の交わり，等温線と
相共存領域との関係などについて知見を得た。
























(4) 分子間力の立場から水の構造と 1 次元モデルの関連を考察している。
以上により，本論文は，自然界の各物質について気体，液体，個体の熱力学的性質，それらの聞の相
転移，三重点を 1 個の状態方程式から総括的に導出し，分子間力と相転移の関係について新たな知見を
得ており，更に斥力・引力のパラメータの値の特別な範囲内で，水などにおけるような熱力学的異常性
を導くなどの成果を得ているO これらの成果は各種物質の熱力学的性質を利用する工学の分野での有用
性が極めて高く，本論文が工学，特に応用物理学に寄与するところは大きし 1。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認めるO
